
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０
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！

市制施行60周年事業
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一般会計の歳出状況
予算額合計　　　１10 億 1,972 万円
支出額合計　　　  43 億 7,210 万円
執　行　率　　　　　　　　   39.7%

科　　目
予 算 額

執行率
支 出 済 額

民 生 費
36 億 2,654 万円

37.6% 
13 億 6,537 万円

総 務 費
16 億 1,275 万円

25.4% 
4 億　983 万円

衛 生 費
13 億 2,137 万円

53.2% 
7 億　278 万円

教 育 費
13 億 1,536 万円

49.8% 
6 億 5,503 万円

公 債 費
11 億 5,366 万円

49.1% 
5 億 6,628 万円

農 林 水 産 業 費
6 億 2,920 万円

23.2% 
1 億 4,566 万円

消 防 費
６億 2,855 万円

43.3% 
2 億 7,194 万円

土 木 費
3 億 7,757 万円

23.8% 
8,986 万円

商 工 費
2 億 249 万円

43.1% 
8,721 万円

議 会 費
1 億 4,423 万円

54.2% 
7,814 万円

予 備 費
500 万円

0.0% 
0 万円

災 害 復 旧 費
300 万円

0.0% 
0 万円

一般会計の歳入状況
予算額合計　　110 億 1,972 万円
収入額合計　　  47 億　264 万円
収　入　率　　　　　　　  42.7%

科　　目 予 算 額 収入率収 入 済 額

地 方 交 付 税 33 億 7,741 万円 65.5% 22 億 1,206 万円

市 税 22 億 4,688 万円 53.2% 11 億 9,452 万円

国 庫 支 出 金 12 億 1,117 万円 35.0% 4 億 2,332 万円

市 債 15 億 8,310 万円 0.0% 0 万円

繰 入 金 7 億　709 万円 0.0% 0 万円

県 支 出 金 6 億 8,051 万円 11.0% 7,480 万円

繰 越 金 4 億 4,014 万円 100.0% 4 億 4,014 万円
地 方 消 費
税 交 付 金

2 億 2,000 万円 56.3% 1 億 2,376 万円
使 用 料 及
び 手 数 料

1 億 4,512 万円 50.2% 7,287 万円
分 担 金 及
び 負 担 金

1 億 2,915 万円 39.2% 5,066 万円

諸 収 入 1 億 926 万円 21.0% 2,296 万円

地 方 譲 与 税 6,100 万円 27.7% 1,687 万円
自 動 車 取 得
税 交 付 金

1,800 万円 14.7% 264 万円

そ の ほ か 9,089 万円 74.9% 6,804 万円

各特別会計の予算執行状況

会　計　名 予 算 額 収入率 予 算 額 執行率収 入 済 額 支 出 済 額

国 民 健 康 保 険 事 業
31 億     58 万円

40.6% 
31 億     58 万円

38.8% 
12 億 5,993 万円 12 億 213 万円

後期高齢者医療事業
5 億 9,765 万円

13.1% 
5 億 9,765 万円

43.0% 
7,834 万円 2 億 5,701 万円

公 共 下 水 道 事 業
277 万円

0.0% 
277 万円

49.8% 
0 万円 138 万円

( 平成 26年 9月30日現在 )

( 平成 26年 9月30日現在 )( 平成 26年 9月30日現在 )
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財産の状況
( 平成 26 年 3 月 31 日現在 )

建物
94,404㎡

（前年比 △ 4,672㎡）

土地
1,152,667㎡

（前年比＋ 10,476㎡）

車両など
114 台

（前年比＋１台）

市有林
5,035ha

（前年比増減なし）

出資金と出損金
1 億 5,757 万円

（前年比 △ 170 万円）

基金
25 億 9,814 万円

（前年比 ＋ 6,209 万円）

有価証券
844 万円

（前年比増減なし）

債権
1 億 4,992 万円

（前年比 △ 974 万円）

※歳入の「そのほか」は、地方特例交付金・財産収入・利
子割交付金・配当割交付金・寄附金・交通安全対策特別交
付金・株式等譲渡所得割交付金です。

お知らせします！　市の財政状況

市債（長期の借金）状況

( 平成 26年 5月31日現在 )

臨時財政対策債
36億2,656万円
34.2％

そのほか
20億9,033万円
19.7％

農林水産業債
14億6,979万円
13.9％

衛生債
13億1,133万円
12.4％

教育債
10億8,573万円
10.2％

土木債
６億2,749万円
5.9％

民生債
３億8,916万円
3.7％

総額
106 億 39 万円
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金融機関 預金額
中京銀行 25億6,581万8,495円
伊勢農協 2億6,000万円
三重県信用漁連 2億1,000万円
紀北信用金庫 1,000万円
百五銀行 1,000万円
第三銀行 1,000万円
東海労働金庫 1,000万円

計 30億7,581万8,495円
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平成２5 年度
一般会計決算

歳入総額　111億 6,559 万円歳出総額　107億 2,545 万円 　市の平成 25 年度一般会計・特別会
計の決算が、第３回定例会において認
定されました。
　今号では、一般会計を中心に決算の
概要をお知らせします。

お問い合わせ　出納室　☎�８１８１
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市 税

繰 入 金

繰 越 金

使 用 料 及 び
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分 担 金 及 び
負 担 金 ほ か
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地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

市 債

県 支 出 金

地 方 消 費 税
交 付 金 ほ か

23 億 1,878 万円
 20.8%

9 億   952 万円
 8.1%

3 億 1,397 万円
 2.8%

1 億 4,644 万円
 1.3%

3 億 4,699 万円
 3.1%

35 億 1,189 万円
 31.5%

16 億 9,091 万円
 15.1%

10 億 4,870 万円
 9.4%

5 億 6,511 万円
 5.1%

3 億 1,328 万円
 2.8%

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

教 育 費

公 債 費

消 防 費

農 林 水 産 業 費

土 木 費

商 工 費

議 会 費

災 害 復 旧 費

28 億 9,344 万円
 27.0%

24 億 1,311 万円
 22.5%

15 億 1,755 万円
 14.1%

12 億 8,354 万円
 12.0%

11 億 4,735 万円
 10.7%

4 億 7,566 万円
 4.4%

3 億 9,902 万円
 3.7%

2 億 8,029 万円 
2.6%

1 億 7,959 万円
 1.7%

1 億 3,590 万円
 1.3%
0 万円 
0.0%

歳　入
　前年度に比べて、国庫支出金、繰入金、使用料及び手
数料ほかの科目が増額となりましたが、地方交付税、諸
収入、繰越金などが減額となり、歳入合計で 5 億 5,185
万円の増額となりました。特に、国庫補助金、繰入金が
大幅に増額しています。

歳　出
　前年度に比べて、４億 2,568 万円増額になりました。
主な事業として
★輪内中学校耐震整備事業 　　　　　 　　 ４億 1,713 万円
★宮之上小学校耐震整備事業　　　　　　　２億 2,953 万円
★エリアワンセグシステム基盤整備事業　　１億 4,955 万円
などを実施しました。

実質収支額
　歳入歳出差引額から平成 26 年度への繰越事業に必要な財源（2,157 万円）を差し引いた実質収支額は
4 億 1,857 万円となりました。

単年度収支額
　平成 25 年度実質収支額から平成 24 年度実質収支額（2 億 5,796 万円）を差し引いた単年度収支額は
1 億 6,061 万円の黒字となりました。

実質単年度収支額
　単年度収支額 1 億 6,061 万円の黒字額と財政調整基金への 7 億 90 万円積み立て、7 億 6,452 万円取
り崩しの差し引き額を合計した実質単年度収支額は 9,699 万円の黒字となりました。

地方消費税交付金   1 億 8,582 万円　1.7%
地方譲与税		   6,206 万円　0.6%
自動車取得税交付金	  2,353 万円　0.2%
株式等譲渡所得割交付金 1,645 万円　0.1%
配当割交付金　　　　　   981 万円　0.1%
利子割交付金　　　　　　653 万円　0.1%
地方特例交付金　            593 万円　0.0%
交通安全対策特別交付金　315 万円　0.0%

諸収入　               1 億 3,273 万円　1.2%
分担金及び負担金　1 億 3,214 万円　1.2%
財産収入　　　　　　　4,517 万円　0.4%
寄附金　　　　　　 　  3,695 万円　0.3%

国民健康保険事業
歳 入 総 額 31 億 3,799 万円

歳 出 総 額 29 億 3,230 万円

歳 入 歳 出 差 引 額 2 億   569 万円

後期高齢者医療事業
歳 入 総 額 5 億 7,457 万円

歳 出 総 額 5 億 6,915 万円

歳 入 歳 出 差 引 額 542 万円

公共下水道事業
歳 入 総 額 277 万円

歳 出 総 額 277 万円

歳 入 歳 出 差 引 額 0 円

平成２5 年度
特別会計決算

義務的経費
42.1%

投資的経費
14.8%

その他の経費
43.1%

人件費
15.7%

扶助費
15.7%

公債費
10.7%

物件費
14.0%

補助費等
10.7%

積立費
9.1%

繰出金
8.5%

その他
0.8%

普通建設事業費　15億9,094万円

歳出 (性質別 )

16億8,966万円

11億4,735万円

16億7,953万円

9億1,193万円

9億7,597万円

11億4,749万円

15億678万円

7,580万円

⇨

⇨

⇨

⇨

⇨

義務的経費 42.1％の内訳

その他の経費 43.1％の内訳

投資的経費 14.8％の内訳



0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成 24年度 平成25年度

0.9 

1.6 

0.8 0.6 

1.8 1.8 

1.6 

1.6 

1.7 1.9 

1.7 1.7 

億円
繰入金の推移 収益的収入 資本的収入

2.5

3.2

2.5 2.5

3.53.5

❻❼

●収益および費用

●建設改良

　収益　5 億 7,766 万円

　費用　5 億 182 万円

　収入　6 億 5,457 万円 ( 内部留保金 1 億 9,983 万円 ) を除く

　支出　8 億 5,440 万円

●水道料金の使用状況
水道料金 100 円当たりの使い道

●水道料金の比較
家事用 10㎥／月あたりの水道料金比較 ( 円 )
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安心でおいしい水をお届けします！

●水道事業会計決算状況
年度 収益 費用 差し引き

平成 21 年度 4 億 9,090 万円 4 億 9,278 万円 純損失　　     188 万円
平成 22 年度 4 億 9,210 万円 4 億 9,683 万円 純損失　     　473 万円
平成 23 年度 6 億 2,541 万円 ５億   925 万円 純利益  1 億1,616 万円
平成 24 年度 5 億 9,459 万円 5 億 1,457 万円 純利益        8,002 万円
平成 25 年度 5 億 7,766 万円 ５億   182 万円 純利益        7,584 万円

施設などの
減価償却費
41円

原水を飲用にするための費用　16円

浄水場から蛇口まで水をお届
けするための費用　11円

検針・料金徴収・窓口サービス・その
ほかの費用　 18円

施設建設・改良にかかった借入金利息　14円

平成 25年度　尾鷲総合病院決算

給与費
24億3,669万円
(52.8%)

材料費
10億2,579万円
(22.3%)

経費
6億 9,148万円
(15.0%)

減価償却費
2億4,650万円

(5.4%)

研究研修費
1,022万円(0.2%)

医業外費用
1億9,066万円(4.1%)

資産減耗費
945万円(0.2%)

特別損失
221万円(0.0%)

支出
46億1,300万円

入院収益

23億6 ,382
(55.3%)

外来収益
15億3 ,520万円

(35.9%)

その他医業収益
1億 3,285万円(3.1%)

医業外収益

6,703万円(1.6%)

一般会計繰入金
1億7,647万円(4.1%)

特別利益
31万円(0.0%)

収入
42億7,568万円 万円
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患者数の推移
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77,125 73,789

万人
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81,936
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76,063

平成 25年度　水 道 事 業 決算

収 入 及 び 支 出

　上水道においては、馬越町地内送配水管布設替工事414.2m、及び伏流水２号井取水ポンプ取替工事を実施しました。また、
新桂山配水池更新事業については、配水池築造工事及び配水池築造工事監理業務委託等を実施しました。簡易水道において
は、須賀利地内 106.9m、三木浦地内 73.8m の配水管布設替工事を実施しました。
　水道事業は市民のみなさんに安全・安心でおいしい水を安定供給するため、各施設の整備と更新、さらに日常の維持管理
を行っています。事業に必要な経費は水道料金収入と長期借入金によってまかなう独立採算制により運営しています。
　平成 25 年度決算では、過疎・高齢化に伴い一般家庭の使用水量は減少していますが、平成 23 年４月に水道料金改定を
実施したことにより、7,584 万円の純利益を計上することができました。しかしながら、水道事業では新桂山配水池更新
事業や老朽管の布設替など、災害に強い水道施設の整備・更新に取り組んでおり、今後も安全・安心でおいしい水の安定供
給には、継続的に水道施設の整備・更新が必要になりますので、ご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ　水道部　☎�８２７１

　平成 25 年度の「病院事業会計」は、収入が 42 億 7,568 万円、費用が 46 億 1,300 万円で、差し引き３億 3,732 万円
の赤字で、平成 25 年度未処理欠損金が 48 億 1,308 万円となりました。
　前年度と比較すると、医業収益においては外来患者の増加に伴い外来収益が 7,140 万円増加したものの、入院患者の減
少による入院収益が１億422万円減少するなど収入が3,217万円減少し、費用は早期退職者の増加により給与費など7,745
万円増加しました。
　このような中、医療の質の向上対策として、がん治療を行うための医療環境を整備し、三重県からがん診療連携推進病院
の指定を受けるに至りました。さらに、急性期医療を担う病院としてＤＰＣ（診断群分類包括評価）準備病院となりました。
　今後も、当院は東紀州地域の中核病院として、365 日 24 時間の救急体制を維持するため、皆さんに病院の現状や機能な
どをご理解いただき、患者さんの声を聴き、出前講座を積極的に行い、皆さんのご意見をお聞きしともに、「住民参加型病院」
を目指します。さまざまな会合などの際には、ぜひ病院へ出前講座をお申し込みください。

お問い合わせ　尾鷲総合病院　☎�３１１１

過去５年間の推移

給水収益（水道料金）　5 億 6,271 万円

その他　1,495 万円

利　益
7,584 万円

人件費
7,207 万円

動力費
修繕費

7,268 万円
減価償却費及び資産減耗費

2 億 655 万円
支払利息

6,946 万円
その他

8,106 万円

内部留保資金
1 億 9,983 万円長期借入金　5 億 9,330 万円

給水加入金　430 万円

国庫補助金　2,960 万円
一般会計繰入金　2,737 万円

建設改良費　6 億 5,807 万円 企業債償還金他
1 億 9,633 万円



❾ ❽

市税等は納期限内に
納めてください ! !

　市税等は税金の種類に応じてそれぞれ納付期限が定められています。市では、市税等について納税の公平性を保
つため、納税義務者の皆様に納期限内に納めていただくよう広報等を通じてお願いしています。しかし、納期限内
に納付いただけない場合は、納期限の翌日から納付日までの日数に応じて延滞金が課せられることが法律で定めら
れており、納期限内に納付されない場合は、本税に加えて延滞金も納付していただくことになりますので注意して
ください。

◆ 延 滞 金 計 算 例 ◆

　平成 26 年６月 30 日納期限の平成 26 年度市県民税１期 107,600 円を平成 26 年 10 月 31 日に納付した場合（滞
納期間 123 日間）の延滞金の額は？

６月 30 日
（市県民税第１期の納期） ８月１日

10 月 31 日
（市県民税第１期を納付した日）

滞納期間Ａ（31 日間）

延滞金割合：年 2.9％

滞納期間Ｂ（92 日間）

延滞金割合：年 9.2％

〔計算方法〕
延滞金計算対象額：107,600 円（1,000 円未満切捨） ⇒ 107,000 円
滞納期間：31 日間（滞納期間 A）＋ 92 日間（滞納期間 B）= 123 日間
平成 26 年中の延滞金割合 : 年 2.9％（滞納期間 A）、年 9.2％（滞納期間 B）
滞納期間 A の延滞金：107,000 円×2.9％×31 日 /365 日 =   263 円・・・・・①
滞納期間 B の延滞金：107,000 円×9.2% ×92 日 /365 日 = 2,481 円・・・・・②
延滞金額の合計：①＋② =2,744 円（100 円未満切捨）⇒ 2,700 円（注：計算結果が 1,000 円未満の場合は０円 )

上記の場合の延滞金の額は、2,700 円となります。

※延滞金割合
　延滞金は滞納期間の日数に応じ延滞金対象額に延滞金割合をかけて算出しますが、延滞金割合は、「納期限の翌
日から１カ月を経過する日までの割合」（上記計算例の滞納期間 A）と「２カ月目以降の割合」（上記計算例の滞納
期間Ｂ）の２種類に分かれていて、これらの割合は毎年変動しています。

市税等の滞納処分を
強化しています

　市税等は、私たちが安心して健康な暮らしをするために、重要な役割を持っています。福祉や保険といった社会
保障、ごみ処理、教育、道路整備など、さまざまな事業を進める上で非常に大切な財源です。市税等を滞納するこ
とは、納期内に納税している多くの市民の皆さんとの公平性を欠くことになるとともに、市の財政を圧迫し、市民サー
ビスに支障をきたすことになります。このことから、納税相談もなく納付のない悪質な人に対しては、滞納処分に
より強制的に徴収していますが一層の滞納処分の強化として、家宅捜索、タイヤロック、インターネット公売など
も含めた滞納処分を実施します。

◆滞納処分とは
　市が滞納者の財産を差
押えすることです。私債
権とは異なり、税を滞納
している場合、市は裁判
所に訴える必要はなく、
差押えできます。
・家宅捜索
　滞納した税金を徴収する
ため、滞納者の住居などに
立ち入り、公売可能な財産
を探して差押えをする強制
処分です。
・タイヤロック
　滞納者の自動車を運行
できない状態にすること
です。タイヤロック装着
後も納税しようとする意
思が見られない場合には、
自 動 車 を ひ き あ げ イ ン
ターネットなどで公売を実施します。

◆滞納処分（財産差押）の対象となる主な財産
①債権（預貯金・給与・年金・生命保険・国税還付金・

売掛金・賃料など）
②不動産（土地・建物）
③動産（絵画・美術品・自動車など）

◆納税は国民の義務です
　支払い能力があるにも関わらず遊興費、住宅ローンの
返済などを優先し、納税いただけない人などが滞納処分
の対象となります。

◆納期内納付にご協力ください
　市税等の納付は、納期内の自主納付が原則です。納期
限を過ぎた場合は、督促状や催告状の発送などに多額の
経費がかかり、その経費も市税等で負担することになり
ます。
◆納税が困難な人は、１人で悩まず、放置せず、早目に相談を
　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失業
などのやむを得ない事情や多重債務などにより市税等の
納期ごとの納付が困難な場合は、１人で悩んだり、放置
したりしないで、早目にご相談ください。一括納付が難
しい場合には、分割納付に応じることもできます。まず
は納付できない理由をお聞かせください。

滞納処分までの流れ
①納税通知書発送
②督促・催告
　納期限を過ぎると、督促状を発送します。

（延滞金が発生する場合もあります。）それ
でも納付していただけない場合は、文書で納
付の催告を行います。

③財産調査
　勤務先、金融機関、生命保険会社、官公庁、
取引先などへの財産調査を行います。なお、
本人の承諾は必要ありません。

④滞納処分
　再三の催告にも応じず、納税相談の連絡
がない場合は、滞納処分（ 財産差押、捜索
など）を行います。
⑤換価処分（債権取立・不動産公売等）
　債権は原則即時で取立します。不動産等
については公売（売却）により換価し、税に
充当します。

お問い合せ　税務課　☎�８１７３
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職員の給与等の状況について

（１）人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 住民基本台帳人口
( 平成 26 年 3 月 31 日 )

歳出額
( Ａ ) 実質収支 人件費

( Ｂ )
人件費率
( Ｂ／Ａ )

（参考）
24 年度の人件費率

25 年度 19,778 人 10,725,453 418,570 1,689,664 15.8% 17.0%
注　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む

（２）職員給与費の状況（一般会計予算）	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分
職員数
( Ａ )

給与費 ( Ｂ ) 一人当たり給与費
( Ｂ / Ａ )給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計

26 年度 174 人 669,152 81,377 240,493 991,022 5,696
注１　職員手当には退職手当、児童手当を含まない
　２　給与費は当初予算に計上された額

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
26 年度 313,540 円 363,728 円 40.9 歳 333,423 円 360,970 円 47.5 歳

（４）職員の初任給の状況　　（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区　分
尾鷲市 国

法定初任給 採用２年経
過日給料額 初任給

一般
行政職

大学卒 172,200 円 184,200 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 148,500 円 140,100 円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区　分 経験年数
10 年

経験年数
15 年

経験年数
20 年

一般
行政職

大学卒 250,400 円 295,500 円 327,000 円
高校卒 205,400 円 250,400 円 295,500 円

（６）一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 26 年 4 月 1 日現在）
区　分 7　級 6 　級 5 　級 4　級 3 　級 2 　級 1 　級

計
標準的な職務内容 事務長 課長級 補佐級 係長級 主任又

は主事 主　事 主事補

職員数 1 人 18 人 16 人 53 人 30 人 19 人 9 人 146 人
構成比 0.7% 12.3% 11.0% 36.3% 20.5% 13.0% 6.2% 100.0%

参
考

1 年前の構成比 0.7% 12.2% 13.6% 34.7% 23.8% 10.9% 4.1% 100.0%
5 年前の構成比 1.3% 10.0% 16.8% 28.9% 30.9% 9.4% 2.7% 100.0%

注１　尾鷲市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数
　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名

（７）職員手当の状況

区　分 尾　鷲　市 国の制度
との異同

期末手当
勤勉手当

(　) は
管理職

　平成 25 年度支給割合

同

期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.675 月分
(1.025 月分 ) (0.875 月分 )

12 月期 1.375 月分 0.675 月分
(1.175 月分 ) (0.875 月分 )

計 2.60 月分 1.35 月分
(2.20 月分 ) (1.75 月分 )

職制上の段階・職務の級等による加算措置　有

退職手当

　平成 25 年度支給率

同

自己都合　 定年退職　
勤続 20 年 23.03 月分 28.79 月分
勤続 25 年 32.83 月分 38.96 月分
勤続 35 年 46.55 月分 55.86 月分
最高限度額 55.86 月分 55.86 月分
一人当たり 自己都合　 定年退職　
平均支給額 22,540 千円 24,121 千円

区分 尾　鷲　市
国の制度
との異同

扶養
手当

配偶者 13,000 円

同

配偶者以外の扶養親族二人まで 　6,500 円
（配偶者のない場合その内一人） 11,000 円
扶養親族でない配偶者を有する
場合の一人目の子など 6,500 円

その他の扶養親族一人につき 　6,500 円
扶養親族で満 16 才から 22 才の子 5,000 円加算

住居
手当

借家・借間居住者
同支給対象額 12,000 円を超える額 

　最高支給額 27,000 円

通勤
手当

 ア　交通機関利用者

同　　最高支給限度額 55,000 円
 イ　交通用具使用者
　　最高支給限度額 24,500 円

特殊勤務
手当

（２5 年度）

区　分 全職種
 職員全体に占める手当支給職員の割合 4.9%

 支給対象職員一人当たりの平均支給年額 5,361 円
 手当の種類（手当数） 2

 代表的な手当の名称 支給額の多い手当 市税等事務手当
その他の主な手当 年末年始業務手当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 病院・水道会計除く )

時 間 外
勤務手当

24 年度
支給総額 48,132 千円

職員一人当たり平均支給年額 264 千円

25 年度
支給総額 47,779 千円

職員一人当たり平均支給年額 261 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　( 病院・水道会計除く )

（８）特別職の報酬等の状況　（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区　分 給料月額等

給
料

市　長 　市長は 20％減額後 720,000 円 

副市長
平成 21 年 9 月から実施中

712,000 円

報　
酬

議　 長 425,000 円 

副議長 353,000 円 

議　 員 321,000 円 

期　
末　
手　
当

市　長
副市長

　平成 25 年度支給割合

　6 月期 1.90 月 

12 月期 2.05 月 

　　計 3.95 月 
　市長は右記から 10％削減
平成 21 年 9 月から実施中

議　長
副議長
議　員

　平成 25 年度支給割合

　6 月期 1.50 月 

12 月期 1.65 月 

　　計 3.15 月 

（９）部門別職員数の状況と主な増減理由
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区分 職員数 対前年
増加数 主な増減理由部門 平成 25 年 平成 26 年

一
般
行
政
部
門

議　　会 4 4 0
総務企画 49 51  2 業務増
税　　務 12 11 △ 1 事務の効率化
民　　生 14 14 0
衛　　生 32 33 1 業務増
農林水産 17 17 0
商　　工 9 9 0
土　　木 12 11 △ 1 採用辞退による減
小　　計 149 150 1

特別行
政部門

教　　育 26 26 0
小　　計 26 26 0

普通会計計 175 176 1
公営

企業等
会計
部門

病　　院 236 232 △ 4 その他
水　　道 10 10 0
そ の 他 8 8 0
小　　計 254 250 △ 4

合　計 429 426 △ 3
注１　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身
　　　分を保有する
　２　休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除く

注　退職手当一人当たり平均支給額は、前年度に退職した
　　職員に支給された平均額

　地方公務員の給与は、民間との比較、国家公務員や他の地方公共団体職員と
のバランスなどを考えて決められています。
　市民の皆さんに、市職員の給与の実態を知っていただくため、そのあらまし
をお知らせします。
　なお、内容は平成 26 年 4 月 1 日を基準として掲載していますが、市長の給
与等について次のように削減しています。
　※市長の給料月額の 20％及び期末手当の 10％削減
　　（平成 21 年 9 月 1 日から平成 29 年 6 月 30 日まで）

お問い合わせ　総務課　☎�８１１２



熊野古道世界遺産登録10周年記念
第 11 回　おわせ海 ・山ツーデーウォーク

11 月 15 日㈯
Ａ 世界遺産熊野古道 八鬼山全踏破コース 13㎞【登山タイプ：健脚向け・標高 627 ｍ】
Ｂ 世界遺産熊野古道 八鬼山林道・みかん道コース 10㎞【家族向け】
Ｃ 世界遺産熊野古道 曽根次郎坂・太郎坂コース５㎞【登山タイプ：団体歩行・標高 305 ｍ】

11 月 16 日㈰
Ｄ 世界遺産熊野古道 馬

ま ご せ
越峠・猪

い
ノ鼻水平道満喫コース 25㎞

Ｅ 天満みかんの丘眺望散策コース 13㎞【家族向け・リラクゼーション効果（IgA ・コルチゾール）実証済み】
Ｆ 世界遺産熊野古道 三木峠・羽後峠コース６㎞【登山タイプ：団体歩行・標高 140 ｍ】

※ 参加申し込みは当日まで受け付けています。
申し込み先・お問い合わせ　おわせ海・山ツーデーウォーク実行委員会

㈪～㈮　午前 9 時～午後 5 時　水産商工食のまち課　　　　☎�８２２３
㈯㈰㈷　午前 9 時～午後 5 時　協同組合尾鷲観光物産協会　☎�８２６１

⓬⓭

目指せ！達人

三重の公共温泉ゆら～り湯ラリー開催中
　市内にある「夢古道の湯」も含めた県内の公共温泉・温浴 14 施設を巡る湯めぐりスタ
ンプラリー「第４回目指せ！達人 三重の公共温泉 ゆら～り湯ラリー」を開催しています。
　14 施設全てに入湯された人には、達人賞として、達人認定証と尾鷲ヒノキの入浴木を
プレゼントします。また、一定数（５カ所、10 カ所、全て）の施設を入湯された人には、
ご当地賞（特産品やグッズ等）やお楽しみ賞（協力施設のペア入湯利用券やグッズ等）
が計 84 人に当たる抽選に応募できます。
　夢古道の湯でパスポートを一冊掲示された人で、入浴した人は夢古道オリジナルタオ
ル１枚を、バイキングを利用した人には鷲の尾せんべい１枚をプレゼントします。
◆ 期　　間　平成 27 年２月 28 日㈯まで
◆ 参加方法　参加温泉施設などにスタンプラリー用紙がありますので、各施設で入湯の

うえ、スタンプを集めて応募してください。
お問い合わせ　三重県雇用経済部　観光誘客課　☎０５９‐２２４‐２８３０

バキューム車を更新しました

　電源立地地域対策交付金を活用し 9 月に２ｔバ
キューム車（し尿収集車）を更新しました。これか
らもよりよい自然、生活環境を保全するため、ご理
解とご協力をお願いします。

お問い合わせ
環境課　☎�８２５１

　市では、次のとおり、平成 27 年４月以降の保育園児の入園を受け付けます。
　対象は、市内に住所を有する保護者や児童の家庭で、児童が生後４カ月から就学前にあって、親が働いている、
親がいない、出産を控えている、産後間もない、病気や障がいなどがある、介護をしている、家庭が災害にあった、
そのほか特別な事情がある、など、家庭での保育ができない場合に限ります。
　受付時にはお子さんと一緒にお越しください。児童一人につき１枚の申請書が必要で、11 月４日㈫から福祉保
健課で配布します。詳しくはお問い合わせください。　

お問い合わせ　福祉保健課　☎�８２０２

保育園名 所在地 定員 対象年齢 保育時間 特別保育 受付日・時間 受付場所

尾鷲第一 小川西町 120 ３～５歳

午前７時 30 分
～

午後５時 30 分

午後７時まで保育

11月27日㈭
28日㈮

午前９時～午後５時
福祉保健課

尾鷲第ニ 宮ノ上町 60 ０～５歳
なし

尾鷲第三 瀬木山町 50 １～５歳

尾鷲第四 古戸町 80 １～５歳 障がい児保育

矢　浜 矢浜一丁目 50 １～５歳 なし

尾鷲乳児 小川西町 60 ０～２歳 午後７時まで保育

南輪内 賀田町 20 ０～５歳 なし 11 月 27 日㈭
午前９時～午後５時 南輪内保育園

平成27年度　保育園新規入園児募集

つばき振興券販売のお知らせ
　市制施行 60 周年、熊野古道世界遺産登録 10 周年を記念して、プレミアム付き (10％ ) 地域商品券「つばき
振興券」を販売します。年末年始のお買い物にぜひご利用ください。

◇販 売 価 格…１冊　10,000 円 (1,000 円券×11 枚 )
◇発 行 冊 数…10,000 冊 ( 総額１億１千万円 )
◇販 売 期 間…11 月 25 日㈫ ～（売り切れ次第終了）
◇有 効 期 限…12 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日
◇購入限度数…１人あたり 10 冊まで
◇販 売 場 所…尾鷲商工会議所（朝日町 14-45）ほか

◎地区コミュニティーセンターにて予約を受付します。
　11 月 18 ㈫～11 月 22 日㈯の期間中は、須賀利、九鬼、早田、三木浦、三木里、古江、賀田、曽根、梶賀の
各コミュニティーセンターで予約受付けを行います。

お問い合せ　　尾 鷲 商 工 会 議 所　☎�２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課　☎�８２１５

見　
本



　
11
月
12
日
㈬
か
ら
11
月
25
日
㈫

ま
で
は「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」週
間
で
す
。ま
た
、

最
終
日
の
11
月
25
日
㈫
は「
女
性

に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」で

す
。

　
こ
の
運
動
を
一
つ
の
機
会
と
し

て
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　

市
で
は
、
少
子
化
へ
の
対
策

と
し
て「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
や
地

区
の
皆
さ
ん
と
少
子
化
や
子
育
て

に
つ
い
て
協
議
す
る
場「
尾
鷲
子

育
て
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」を
開

催
し
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

子
育
て
を
終
え
ら
れ
た
人
、
こ
れ

か
ら
始
め
る
人
、
仕
事
で
子
育
て

に
関
わ
っ
て
い
る
人
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
立
場
か
ら
尾
鷲
で
の
子
育
て

に
つ
い
て
考
え
、
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
・
尾

鷲
」の
実
現
に
向
け
て
、
一
緒
に

尾
鷲
で
の
子
育
て
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
つ
き
ま
し
て
は
、
第
１
回
座
談

会
を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
11
月
17
日
㈪

　
午
後
７
時
か
ら

◆
場
所

　
中
央
公
民
館

※
託
児
あ
り（
定
員
５
名
程
度
）

※
こ
の
会
議
は
、
２
回
目
以
降
も

　
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
第
１
回
に
都
合
が
合
わ
な
い
人

　
で
も
、
今
後
の
参
加
を
希
望
す

　
る
人
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
市
長
公
室

　
☎
�
８
１
３
４

　
広
域
的
な
防
災
関
係
機
関
と
連

携
し
た
巨
大
津
波
対
処
関
係
機
関

合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
29
日
㈯

　
午
後
３
時
～
６
時

◆
場
所　
梶
賀
町
全
域

◆
参
加
機
関

　
三
重
県
、陸
上
第
33
普
通
科
連
、

　
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
隊
、

　
自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部
、

　
中
部
管
区
警
察
局
、
三
重
県
警

　

察
本
部
、
尾
鷲
警
察
署
、
尾

　

鷲
海
上
保
安
部
、
三
重
県
防

　

災
航
空
隊
、
三
重
県
紀
北
地

　

域
活
性
化
局
、
三
重
紀
北
消

　

防
組
合
、
尾
鷲
消
防
署
、
尾

　
鷲
市
消
防
団
、
国
土
交
通
省
中

　
部
地
方
整
備
局
紀
勢
国
道
事
務

　
所
、
三
重
河
川
国
道
事
務
所
、

　
尾
鷲
市
建
設
業
協
会
、
尾
鷲
市

　
な
ど

◆
ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

　
冬
季
夜
間
の
過
酷
な
状
況
に
お

　
け
る
地
震
・
津
波
に
対
す
る
各

　
防
災
関
係
機
関
の
活
動
を
見
学

　
し
て
、
自
助
・
共
助
の
醸じ

ょ
う
せ
い成を

　
図
り
ま
し
ょ
う
。

※
荒
天
時
は
一
部
訓
練
内
容
を
変

　
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
防
災
・
減
災
意
識
の
育

成
及
び
向
上
を
図
る
た
め
、
11
月

９
日「
１
１
９
番
の
日
」、
そ
の

日
か
ら
始
ま
る「
秋
の
全
国
火
災

予
防
週
間
」の
第
１
日
目
に
合
わ

せ
、
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
タ
と
合
同
で
尾
鷲
市
防
災
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　
11
月
９
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

◆
場
所　
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
機
関

　
陸
上
自
衛
隊
第
33
普
通
科
隊
、

　
自
衛
隊
三
重
地
方
協
力
本
部
、

　
尾
鷲
警
察
署
、
三
重
紀
北
消
防

　
組
合
、
尾
鷲
消
防
署
、
三
重
県

　
紀
北
地
域
活
性
化
局
、
尾
鷲
海

　
上
保
安
部
、
紀
北
危
険
物
安
全

　
協
会
、
尾
鷲
市
な
ど

◆
内
容

　
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
車
両
や

　
パ
ネ
ル
、
防
災
用
品
の
展
示
。

　
初
期
消
火
訓
練
、
１
１
９
番
通

　
報
訓
練
な
ど

◆
入
場
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加

　
で
き
ま
す
。

※
雨
天
時
は
、
一
部
内
容
を
変
更

　
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
防
災
危
機
管
理
室

☎
� 

８
１
１
８

⓯ ⓮

　
受
診
対
象
者
の
人
に
は
、
特
定

健
診
受
診
券（
緑
色
の
封
筒
で
送

付
）を
６
月
下
旬
に
市
か
ら
送
付

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
診

対
象
者
で
、
受
診
が
ま
だ
の
人
に

は
、
10
月
に
市
か
ら
受
診
勧
奨
は

が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　
40
歳
か
ら
70
歳（
一
部
75
歳
）で

　
受
診
日
に
尾
鷲
市
の
国
民
健
康

　
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

◆
受
診
場
所

　
病
院
・
診
療
所
な
ど（
受
託
医

　
療
機
関
）

◆
自
己
負
担
額　
５
０
０
円

◆
健
診
項
目

　
問
診
、
身
体
計
測
、
診
察
、
血

　
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
尿
検
査

　
受
診
対
象
者
に
は
、
特
定
健
診

受
診
券（
緑
色
の
封
筒
で
送
付
）

を
６
月
下
旬
に
三
重
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
送
付
し
て

い
ま
す
。

◆
受
診
場
所

　
病
院
・
診
療
所
な
ど（
受
託
医

　
療
機
関
）

◆
自
己
負
担
額

　
住
民
税
課
税
世
帯　
５
０
０
円

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
２
０
０
円

◆
健
診
項
目

　
問
診
・
身
体
計
測
、
診
察
、
血

　
圧
測
定
、血
液
検
査
、尿
検
査
、

　
心
電
図

　

受
診
券
等
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
再
発
行
を
し
ま
す
の
で
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
１
９
３

国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
皆
さ
ん
へ

　
特
定
健
診
は
、
健
康
状
態
の
確
認
、
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
や
早
期
対
処
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
・
脳
卒
中
の
予

防
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

　
受
診
期
限
は
11
月
末
日
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

特定健診・健康診査はお済みですか
自分は大丈夫と・・・言わず、

自分自身の健康管理に、将来の保険税をあげないために

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

受
診
券
を
紛
失
し
た

と
き
は

強い揺れ
弱くても長い揺れは

即避難

防
災
フ
ェ
ア
開
催

巨
大
津
波
対
処
関

係
機
関
合
同
訓
練

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

防災おわせ

女性に対する暴力根絶のため
のシンボルマーク

第
１
回「
尾
鷲
子
育
て
ま

ち
づ
く
り
座
談
会
」参
加

募
集



 

10/19㈰市消防団の秋季訓練が行われまし
た。（光ヶ丘：くろしお学園体育館）

10/11 ㈯子供たちがグラウンドゴルフに
挑戦しました。（講師：老人クラブ中陽会）

 

10/８㈬市老人クラブ連合会福祉大会が行
われました。（せぎやまホール）

☆満１歳の赤ちゃんの写真大募集 !! 写真に赤ちゃんの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込みください☆

中
なかむら

村 海
か い る

琉くん
（泉町、父・公俊　母・文子）

笑うの大好き
踊るの大好き
ひょうきんものの海琉です♡

過ごしやすい気候のなか、市内各地で運動会が行
われました。

10/10㈮全国過疎問題シンポジウム地域活
性化優良事例視察が早田町で行われました。

上段左：向井小学校運動会　９/28 ㈰
上段右：尾鷲幼稚園運動会　10/4 ㈯
中段左：第一保育園運動会　10/12 ㈰
中段右：第四保育園運動会　10/12 ㈰
下段左：矢浜保育園運動会　10/12 ㈰
下段右：南輪内保育園運動会　10/12 ㈰

⓰⓱

お兄ちゃんに負けてない！　
元気いっぱい みーくんです♡

奥
お く の

野 湊
み な と

翔くん
（北浦西町、父・悟　母・愛）

家
いえざき

崎 聖
せ い や

也くん
（中川、父・匡礼　母・佳菜）

お姉ちゃんと遊ぶ事が大好き
な聖也くん♡いっぱい食べて
スクスク育ってね♡

大
おおかわ

川 清
せ い た

太くん
（光ヶ丘、父・晋右　母・真美）

お姉ちゃん・お兄ちゃんが大好
きな食いしん坊せいたくん♪こ
れからも元気にすくすく育って
ね！



　
い
け
な
い
こ
と
を
い
け
な
い
と

思
わ
な
い
子
供
た
ち
が
増
え
て
い

ま
す
。
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い

い
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
、
と
い

う
人
は
信
頼
さ
れ
ず
、
嫌
わ
れ
ま

す
。
ま
ち
が
っ
た
行
い
は
本
気
で

叱
り
、
そ
の
場
で
正
す
こ
と
が
本

当
の
愛
情
で
す
。　

　
自
分
の
子
だ
け
よ
け
れ
ば
よ
い

と
い
う
考
え
方
は
や
め
、
叱
る
と

き
に
は
何
が
い
け
な
い
の
か
、
理

由
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
気
分
や
感
情
に
流
さ

れ
ず
一
貫
性
を
持
っ
て
叱
る
こ
と

も
大
事
で
す
。

　
普
通
の
子
の
い
き
な
り
型
非
行

が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
見
普
通
の
子
で
も
、
必
ず

そ
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
も
の

で
す
。そ
れ
を
親
が
見
逃
し
た
り
、

気
に
は
な
っ
て
も
目
を
背
け
て
い

る
こ
と
は
多
い
よ
う
で
す
。
サ
イ

ン
に
気
づ
い
た
時
に
は
、
夫
婦
で

じ
っ
く
り
話
し
合
い
、
子
供
と
話

す
糸
口
を
み
つ
け
る
努
力
が
必
要

で
す
。

　
必
要
な
と
き
に
は
、
勇
気
を
出

し
て
相
談
機
関
・
学
校
の
先
生
・

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
思
春
期
や
反
抗
期
が
く
る
と
、

体
の
成
長
に
心
の
成
長
が
追
い
付

か
ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
有

頂
天
に
な
っ
た
り
深
く
傷
つ
い
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
異
性
や
性
へ

の
興
味
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
自

我
が
強
ま
り
親
や
先
生
が
う
っ
と

う
し
く
な
り
、
秘
密
を
持
つ
な
ど

成
長
と
い
う
変
化
の
中
で
心
が
最

も
不
安
定
に
な
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
子
供
が
い
う
こ
と
を
聞
か
な

く
な
っ
て
も
、
い
た
ず
ら
に
動
揺

し
た
り
抑
え
つ
け
た
り
す
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
の
自
立
、

親
離
れ
が
始
ま
っ
た
と
思
っ
て
く

だ
さ
い
。
子
供
が
成
長
し
て
い
る

証
で
す
。
冷
静
に
子
供
の
姿
を
見

つ
め
信
じ
る
こ
と
で
す
。

　
20
歳
ま
で
は
、
心
と
体
の
成
長

の
た
め
に
と
て
も
大
切
な
時
期
で

す
。
未
成
年
者
は
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
に
な
り
や
す
く
、
タ
バ
コ

を
吸
い
始
め
た
人
は
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
の
人
よ
り
も
肺
が
ん

に
か
か
り
や
す
い
な
ど
、
医
学
的

に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
飲
酒
・
喫
煙
は
子
供
の
生
活

の
乱
れ
を
招
き
、
薬
物
乱
用
な
ど

の
更
に
危
険
な
行
動
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
親
は
、
子

供
の
飲
酒
・
喫
煙
か
ら
目
を
背
け

た
り
、
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
と
思
わ
な
い
で
、
き
ち
ん
と

注
意
し
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
身
体
に
害
が
あ
る
こ
と

を
し
っ
か
り
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
リ
ル
や
刺
激
を
求
め
て
、

ゲ
ー
ム
感
覚
で
、
仲
間
が
す
る
か

ら
、
と
い
っ
た
理
由
で
万
引
き
な

ど
を
す
る
子
供
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
の
多
く
は
悪
い
こ
と
を
し
て
い

る
と
い
う
罪
悪
感
が
な
い
そ
う
で

す
。
親
は
、
悪
い
こ
と
は
悪
い
と

は
っ
き
り
言
い
、
万
引
き
や
自
転

車
を
盗
む
こ
と
は
犯
罪
で
あ
る
こ

と
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
最
近
は
薬
物
ハ
ー
ブ
な
ど
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
薬
物
な

ど
の
危
険
性
は
親
子
で
理
解
し
て

い
く
事
も
必
要
で
す
。

　
子
供
は
親
の
行
動
を
見
て
い
ま

す
。
親
自
身
も
子
ど
も
に
信
頼
さ

れ
尊
敬
さ
れ
る
為
に
は
ル
ー
ル
に

反
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
こ

と
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
�
８
２
９
５

　
当
地
で
は
シ
マ
ス
と
呼
ば
れ
、

定
置
網
等
で
漁
獲
さ
れ
ま
す
。
日

本
沿
岸
に
生
息
す
る
ス
ズ
キ
属
の

魚
は
ス
ズ
キ
、
ヒ
ラ
ス
ズ
キ
、
外

来
種
の
タ
イ
リ
ク
ス
ズ
キ
の
３
種

で
あ
り
、
ヒ
ラ
ス
ズ
キ
の
分
布
域

は
本
州
、
四
国
、
九
州
の
太
平
洋

側
お
よ
び
日
本
海
の
西
部
、
国
外

で
は
朝
鮮
半
島
南
部
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
ス
ズ
キ
よ
り
も
平
た

く
、
ヒ
レ
が
黒
く
、
下
あ
ご
の
下

側
に
１
列
の
鱗
が
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。
ス
ズ
キ
は
生
活
史
全
般
を

通
し
て
河
川
域
か
ら
湾
内
、
外
洋

ま
で
幅
広
い
生
息
域
を
持
つ
の
に

対
し
、
ヒ
ラ
ス
ズ
キ
は
幼
魚
期
ま

で
は
汽
水
域
で
見
ら
れ
ま
す
が
、

成
長
す
る
に
従
っ
て
、
外
洋
に
面

し
た
磯
な
ど
が
主
な
生
息
域
と
な

り
ま
す
。
夏
が
旬
の
ス
ズ
キ
に
対

し
て
ヒ
ラ
ス
ズ
キ
の
旬
は
冬
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
年
間
を
通
し
て

あ
ま
り
味
が
落
ち
ず
、
旬
の
ス
ズ

キ
も
美
味
し
い
で
す
が
、
ヒ
ラ
ス

ズ
キ
は
ス
ズ
キ
よ
り
も
身
が
締
ま

り
、
独
特
の
臭
み
が
少
な
い
の

で
、
値
段
が
高
い
の
も
う
な
ず
け

ま
す
。
透
明
感
と
光
沢
が
あ
る
、

非
常
に
美
味
し
い
白
身
で
、
刺
身

は
ち
ょ
う
ど
い
い
し
っ
か
り
し
た

歯
ご
た
え
で
旨
み
が
あ
り
、
加
熱

す
る
と
程
よ
く
柔
ら
か
に
な
り
、

ど
ん
な
料
理
に
も
合
い
ま
す
。
身

は
上
品
な
美
味
し
さ
で
す
が
、
皮

は
臭
み
が
な
く
て
旨
味
が
強
く
、

ア
ラ
は
非
常
に
い
い
だ
し
が
出
ま

す
。
産
卵
期
は
冬
か
ら
春
に
か
け

て
で
、
イ
カ
類
や
エ
ビ
カ
ニ
類
、

魚
類
を
餌
と
し
ま
す
。
海
が
荒
れ

る
と
餌
と
な
る
小
魚
が
寄
っ
た
磯

や
河
口
に
出
現
し
、
大
胆
な
捕
食

行
動
を
行
い
、
こ
の
時
を
狙
っ
て

釣
り
人
は
危
険
な
釣
り
を
し
ま
す

が
、
生
態
に
つ
い
て
は
ま
だ
謎
に

包
ま
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
よ
う

で
す
。

ヒ
ラ
ス
ズ
キ

　

11
月
８
日
は
、
い
い
歯
の
日

で
す
。
三
重
県
で
は
11
月
を

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
推
進
月
間
と
し
て
い

ま
す
。
80
歳
ま
で
20
本
以
上
の
歯

を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、生
涯
、

自
分
の
歯
で
食
べ
る
楽
し
み
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
人
の
歯
は
、
親
知
ら
ず
を
入

れ
て
32
本
あ
り
ま
す
が
、
何
故
歯

を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。

主
な
原
因
は
む
し
歯
と
歯
周
病

で
、
と
く
に
歯
周
病
は
、
痛
み
な

ど
の
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い

だ
け
に
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
、

す
で
に
歯
を
保
て
な
い
状
態
と
い

う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
歯
周
病
の
予
防
・
治
療
は
、
歯

を
失
わ
な
い
た
め
の
も
っ
と
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
タ
バ
コ
が
ガ
ン
や

心
臓
病
、
脳
血
管
の
病
気
な
ど
命

に
係
わ
る
病
気
の
原
因
に
な
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

歯
周
病
に
と
っ
て
も
、
喫
煙
は
大

き
な
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。
喫

煙
を
続
け
る
と
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

（
歯
と
歯
茎
の
境
目
に
あ
る
深
い

溝
の
こ
と
）が
で
き
や
す
く
、
ま

た
深
く
な
り
、
歯
を
支
え
る
骨
が

溶
け
や
す
く
な
っ
て
、
早
い
時
期

に
多
く
の
歯
を
失
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
コ
チ

ン
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
が
、
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
の
細
菌
の
病
原
性
を

強
め
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
非
喫
煙
者
と
比
べ
て
喫
煙
者

は
、
20
本
以
上
の
歯
を
保
て
な
く

な
る
危
険
が
、
男
女
合
わ
せ
て
約

２・
１
倍
高
い
と
い
う
調
査
結
果

も
あ
り
ま
す
が
、
禁
煙
す
る
こ
と

で
、
危
険
度
が
非
喫
煙
者
の
レ
ベ

ル
ま
で
下
が
る
そ
う
で
す
。

　
歯
周
病
の
治
療
効
果
は
、
喫
煙

者
で
は
非
喫
煙
者
に
比
べ
て
劣
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
歯
周

病
の
治
療
を
き
っ
か
け
に
ぜ
ひ
禁

煙
に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

・
冷
た
い
水
や
熱
い
お
茶
を
飲
む

・
歯
ブ
ラ
シ
を
利
用
す
る（
食
後

　
す
ぐ
、
歯
み
が
き
で
口
を
さ
っ

　
ぱ
り
さ
せ
る
の
も
効
果
的
）

・
宴
会
や
煙
の
多
い
場
所
を
避
け
る

・
野
菜
を
食
べ
る（
イ
ラ
イ
ラ
を

　
抑
え
て
く
れ
る
）

・
痛
み
や
刺
激
で
気
を
紛
ら
わ
す

　
（
耳
た
ぶ
を
爪
の
先
で
押
え
る
等
）

・
体
を
絶
え
ず
動
か
す
、
深
呼
吸

　
を
す
る
な
ど
吸
い
た
く
な
っ
た

　
ら
、
と
に
か
く
動
く
こ
と
！

　
12
月
７
日
㈰
に
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
う「
健
康
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｄ
ａ
ｙ
」で
喫
煙
に
関
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

　
今
号
で
は
、10
月
16
日
㈭
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
第
２
回
お
わ
せ
ま

ち
ゼ
ミ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ち
ゼ
ミ
と
は
、
商
店
主
が
講

師
と
な
っ
て
、
専
門
知
識
や
プ
ロ

な
ら
で
は
の
コ
ツ
を
無
料
で
提
供

す
る
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
で
す
。
店

主
の
こ
だ
わ
り
や
人
柄
、
お
店
の

特
徴
等
を
ゼ
ミ
の
参
加
者
に
知
っ

て
も
ら
い
、
お
客
さ
ん
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
ま
ち
ゼ
ミ
は
11
月
16
日

㈰
ま
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
尾
鷲

よ
い
と
こ
ス
タ
ン
プ
会
加
盟
店
の

う
ち
の
12
事
業
者
が
18
講
座
を
開

講
し
て
い
ま
す
。
既
に
行
わ
れ
た

講
座
で
は
、
受
講
者
か
ら
、「
気

軽
に
何
度
も
質
問
で
き
て
よ
か
っ

た
」、「
と
て
も
楽
し
い
時
間

だ
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

大
変
好
評
で
す
。

　
ま
た
、今
回
の
ま
ち
ゼ
ミ
で
は
、

受
講
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
も
れ

な
く
、１
、０
０
０
円
お
買
上
相
当

分
の
尾
鷲
よ
い
と
こ
ス
タ
ン
プ
10

枚
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
11
月
に
予
定
し
て
い
る
講
座
も

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
講
座
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
講
座
の
内
容
や
、
講
座
の
予
定

日
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
紀
州
の
各
道
の
駅
、
お
わ
せ
ス

タ
ン
プ
会
の
各
店
舗
、
尾
鷲
観
光

物
産
協
会
で
配
布
し
て
お
り
ま
す

チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
受
講
申
込
み
は
、
チ
ラ
シ
に
掲

載
し
て
い
る
各
店
に「
ま
ち
ゼ
ミ

の
申
し
込
み
で
す
」と
直
接
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
わ
せ
ま
ち
ゼ
ミ
で
は
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
ペ
ー
ジ

を
開
設
し

て
い
ま
す
。

講
座
情
報

や
募
集
状

況
な
ど
を

順
次
配
信

し
て
い
き

ま
す
。

http
s://

w
w

w
.faceb

o
o

k.co
m

/
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achizem
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お
問
い
合
せ

尾
鷲
よ
い
と
こ
ス
タ
ン
プ
会

　
☎
�
８
２
６
１

水
産
商
工
食
の
ま
ち
課 

☎
�
８
２
１
５

しつけ・子どもの非行

ま
ち
が
っ
た
行
い
は
し
っ
か
り

叱
る

「
い
き
な
り
型
」非
行
の
前
に

あ
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

思
春
期
の
子
供
を
理
解
し
、

逃
げ
ず
に
見
守
る

子
ど
も
の
飲
酒
、
喫
煙
を
許

さ
な
い

万
引
き
、
盗
み
な
ど
の
非
行

を
許
さ
な
い

⓲⓳

み
ん
な
で

健
康
づ
く
り

第２回

が
ん
ば
ん
り
ょ
る

コ
ー
ナ
ー

おわせまちゼミ

歯
周
病
と
喫
煙
と
の

関
係

禁
煙
に
役
立
つ
日
常

生
活
の
工
夫



●お母ちゃんのランチバイキング
　午前 11 時～午後 2 時

● 夢古道の湯
　午前 10 時～午後 9 時
※毎月 26 日はお風呂の日

子供（4 歳～小学生）料金 300 円が
100 円です。
３歳以下無料

お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.kumanokodocenter.com/

当 番 医

当 番 薬 局

午前９時から午後 5 時まで
（※は午後 6 時まで）

　時間は原則として午前９時〜午後５時
　救急医療情報システムは☎�１１９９
◎変更する場合もあります。
◎紀北医師会
　http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院で
は、すべての休日に、紀北医師会の当番
医が一次診療を行っています。
月　日 医　院　名 電　話

11/ ２ 西村整形外科 �３２１０

11/16 き ば 内 科
ク リ ニ ッ ク �３５３５

11/30 三 木 浦 診 療 所 �２３１６

月　日 薬　局　名　

11/ ２ く ろ だ 薬 局 病 院 前

11/ ３ く ろ だ 薬 局 病 院 前

11/ ９ く ろ だ 薬 局 病 院 前

11/16 イ シ ブ チ 薬 局
古 戸 セ ン タ ー ※

11/23 く ろ だ 薬 局 病 院 前

11/24 く ろ だ 薬 局 病 院 前

11/30 く ろ だ 薬 局 病 院 前

休日の急病はこちら

◆子宮頸部・体部がん検診は、下記の医療機関で随時、受診することが
できます。

　尾鷲総合病院　☎� 3111　上田医院 ☎� 1329
　海山レディースクリニック ☎� 0888

◎胃がん・肺がん検診
【自己負担金】胃がん：1,000 円　肺がん・結核：500 円　喀

かくたん
痰：500 円）

実 施 日 受付時間 場 所 申込先
11 月 18 日㈫

（申込みは
10/28 日㈫から）

8:30 ～
　　 8:50 賀田コミュニティーセンター

①、②10:00 ～
　　10:30 古江コミュニティーセンター

12 月７日㈰
（申込みは

11/11 日㈫から）
8:30 ～
　　 ９:30 福祉保健センター ①

お問い合わせ
    夢古道おわせ　☎�１１２４
    ホームページ http://yumekodo.jp/

◎ひのきアート教室「クリスマス飾り」
　地元の特産品である尾鷲の間伐材や薄く削ったひの
きシートをつかってクリスマス飾りを作ります。
◇日　時：11月 23日㈰　午後 1時～午後 4時
◇参加料：1,000 円 ( 要事前申込み・先着順 )
◇講　師：NPO法人ヒノキアート空

く ら ぶ
楽風会員

毎週日曜日は、申込不要で参加できる「あなたも木工作家！その場でできる木工教室」（午後 1時～3時受付）を
開催しています。11月の予定：２・９日 (ヒノキアート空

く ら ぶ

楽風 )16・30日（ヒノキのおもちゃ）23日（木のど
うぶつづくり・ヒノキアート空楽風）

◎熊野古道世界遺産登録 10周年記念
企画展「海上翠舟　熊野古道を書く」

　いにしえから、多くの人々が祈りの道として歩いた熊
野古道の風景を、御浜町在住の書家、海上翠舟氏による
書で表現した作品を展示します。
◇期　間：11月 15日㈯～平成 27年 1月 18日㈰

午前 9時～午後 5時
※ 12月 31日、1月 1日休館

◇入場料：無料
【付属事業】ギャラリートーク
　海上翠舟氏（書家）による作品解説を行います。
◇日　時：11月 15日㈯　午後 1時 30分～2時 30分
◇参加料：無料
◇定　員：30人程 ( 申込み不要・先着順 )

◎連続講演会
「古文書から紐解く旅人」

第４回 ～全国から熊野へ～
　江戸時代後期の尾鷲を通過した巡礼や旅人の足取りな
ど、古文書を紐解きながら講演していただきます。
◇日　時：11 月 22 日㈯  午後 1 時 30 分～3 時 30 分
◇参加料：無料
◇定　員：70 人 ( 申込み不要・先着順 )
◇講　師：仲 重信 氏（尾鷲古文書の会会員）

＜新しい古道の歩き方＞
◎新宮の世界遺産巡り

神倉神社～千穂ヶ峰～速玉大社
　和歌山県新宮市の権現山、神倉神社から千穂ヶ峰の頂
上を目指し、熊野速玉大社へ向かうツアーです。
◇日　時：11 月 23 日㈰ 午前 10 時～午後 2 時
◇参加料：1,500 円（保険・昼食代含む）
◇定　員：20 名 ( 要事前申込み・先着順 )
◇場　所：和歌山県新宮市
◇講　師：新宮市観光ガイドの会会員
◇受　付：11 月 16 ㈰　午後 5 時まで

◆定員　胃がん 50 人、肺がん 100 人

お問い合わせ　　健康長寿推進係☎�３８７１

◆申込み先  ①健康長寿推進係 ☎� 3871
②南輪内センター ☎� 2004

� ⓴

肝炎ウイルス検診のお知らせ
 ～検診を受け忘れていませんか？～

対 象 者　①市内に住所を有し、今年度に満 40 歳になる人
　 　 　 　 　（昭和 49 年４月１日～昭和 50 年３月 31 日生まれの人）
　　　　   ②市内に住所を有し、今年度に満 41 歳以上になる人であっ

て過去に市が実施した肝炎ウイルス検診を受けたことが
なく、検診を希望する人

申込方法　対象者①の人→市内医療機関に直接申込みしてください。
（案内に同封の医療機関参照）

　　　　　対象者②の人→下記担当までご連絡ください。
実施期限　11 月 29 日㈯まで
検診内容　血液検査（Ｂ型・Ｃ型ウイルス検査）

 ※検診料は無料です。
申込み先・お問い合わせ

健康長寿推進係　☎�３８７１

「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
」

で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
続

け
ら
れ
る「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の

旅
」マ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
配
布
先　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
完
歩
達
成
者（
※
順
不
同　
敬
称
略
）

⑮
東
北
～
盛
岡
～
秋
田
編　
世
古
將

⑭
北
海
道
～
札
幌
～
函
館
編

　

川
口
洋
司
、
加
藤
年
代

⑫
北
海
道
～
稚
内
～
北
見
編

　

山
本
恵
美
、
中
西
絹
子
、
川
口
孝
子

⑪
九
州
周
防
灘
～
伊
予
・
讃
岐
の
国
編

　
伊
藤
登
美
子

⑩
九
州
周
防
灘
～
土
佐
の
国
編

　

谷
口
勇
吉
、
大
倉
幸
子
、
梶
田
美
織
、

　

谷
口
須
美
子

⑨
九
州
周
防
灘
～
日
向
灘
沿
い
編

　

東
五
百
三
、
高
芝
治
子
、
山
下
み
さ
子

⑦
土
佐
の
国
編　
梶
田
卓
斌　

⑥
阿
波
の
国
編　
小
川
雅
士

⑤
周
防
灘
編

　
小
川
裕
也
、
小
川
悦
子
、
原
み
さ
こ

④
瀬
戸
内
編　
西
村
美
保
、
中
村
み
の
り
、

　

中
川
哲
雄
、
中
川
啓
子

③
奈
良・京
都　
中
村
久
美
子
、
山
根
温
子
、

　

小
川
き
ほ
子
、
三
鬼
育
子

　
　
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　
健
康
長
寿
推
進
係　
☎
�
３
８
７
１

モーニングの時間
午前８時30分～10時
夢古道おわせ古民家カフェにて



　
第
４
回
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
マ

イ
は
し
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
テ
ー
マ

　
尾
鷲
の
町
か
ら
…
マ
イ
は
し

◆
募
集
期
間

　
11
月
４
日
㈫
～
20
日
㈭
午
後
５
時

◆
展
示
期
間

　
12
月
６
日
㈯
～
10
日
㈬

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
表
彰
式　
12
月
７
日
㈰

　
午
前
10
時
～

◆
場
所　
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

◆
資
格　
小
学
生
以
上（
は
し
製

　
作
そ
の
ほ
か
類
似
品
製
作
を
生

　
業
と
し
て
い
な
い
人
）

◆
部
門

　
①
小
学
生
の
部
②
中
学
生
の
部

　
③
高
校
生
の
部
④
一
般
の
部

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
中
央
公
民
館
☎
�
０
０
０
１

　
所
得
税
な
ど
の
年
末
調
整
や
確

定
申
告
に
証
明
書
の
添
付
が
必
要

と
な
る
た
め
、11
月
上
旬
に
年
金
事

務
所
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

　

尾
鷲
年
金
事
務
所
で
は
30
日
㈰

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

休
日
年
金
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

※
年
金
証
書
や
年
金
手
帳
及
び
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
相
談
さ
れ
る
場
合
は

委
任
状
と
代
理
人
の
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
等
）が
必
要
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
年
金
事
務
所
☎
�
２
３
４
０

◆
日
時　
11
月
15
日
㈯

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
11
月
16
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

◆
場
所　
梶
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
ン
タ
ー
は
ら
そ

　
お
問
い
合
わ
せ

梶
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

ら
そ　

            

☎
�
３
４
３
０

　
高
齢
者
と
人
権
を
テ
ー
マ
に
社

会
福
祉
士
の
山
本
雄
一
さ
ん
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
第
２
回
巡
回
人

権
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
内
容　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

　
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
ど
ん

　
な
生
活
を
送
り
た
い
の
？
困
っ

　
た
と
き
に
は
ど
こ
に
相
談
す
れ

ば
い
い
の
？
な
ど
で
す
。

◆
日
時　
11
月
７
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分　

◆
場
所　

　
三
木
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
お
問
い
合
わ
せ

　
三
木
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
８
３
７

◆
対
象　
扶
養
義
務
者
が
３
年
以

　
上
本
市
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、

　
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

　
を
平
成
26
年
３
月
卒
業
及
び
平

　
成
27
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

◆
申
請
受
付　
11
月
４
日
㈫
か
ら

　
14
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

◆
面
接　
11
月
30
日
㈰
午
前

　
尾
鷲
総
合
病
院
に
て
実
施

◆
内
容　
市
長
及
び
尾
鷲
総
合
病

　
院
長
の
面
接
に
よ
り
２
名
ま
で

　
推
薦
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
�
３
８
７
１

　
防
衛
省
で
は
、
平
成
27
年
春
採

用
予
定
の
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
高
等
工
科
学
校
生
徒

・
受
験
資
格

　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

・
受
付
期
間　

　
【
推
薦
】

　
11
月
１
日
㈯
～
12
月
５
日
㈮

　
【
一
般
】

　
11
月
１
日
㈯
～
平
成
27
年
１
月

　
９
日
㈮

・
試
験
日

　
【
推
薦
】
平
成
27
年
１
月
10
日

　
㈯
～
12
日
㈪（
い
ず
れ
か
１
日
）

　
【
一
般
】

　
平
成
27
年
１
月
24
日
㈯

◆
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

・
受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

・
受
付
期
間
、
試
験
日

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

東
紀
州
自
衛
官
募
集
事
務
連
絡
会

（
防
災
危
機
管
理
室
）☎
�
８
１
１
８

　
今
年
も
個
性
豊
か
な
作
品
が
多

数
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
開
催

　
11
月
２
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
11
月
３
日
㈪
㈷

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
場
所

　
体
育
文
化
会
館
・
中
央
公
民
館

◆
展
示
作
品

　
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
生
け
花
・

　
盆
栽
・
絵
画
・
木
目
込
・
工
芸
・

　
写
真
・
編
物
・
手
芸
・
色
紙
・

　
書
道
・
陶
芸
・
俳
句
な
ど

　
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
☎
�
８
２
９
３

　
第
26
回
尾
鷲
市
社
会
福
祉
大
会

を
行
い
ま
す
。
小
・
中
学
校
の
福

祉
協
力
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
の

福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

の
発
表
や
表
彰
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
12
月
６
日
㈯　
午
前
10
時
～

◆
場
所　
中
央
公
民
館
内

◆
内
容

　
第
１
部　
顕
彰
式
典

　
第
２
部　
福
祉
作
品
コ
ン
ク
ー

　
ル
入
選
作
品
の
発
表
・
表
彰
、

　
実
践
発
表

　
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
☎
�
８
１
９
２

　
市
営
住
宅
の
入
居
補
欠
者
を
募

集
し
ま
す
。

　
今
回
は
４
月
末
ま
で
に
空
き
家

が
出
た
場
合
の
入
居
順
位
の
み
の

募
集
と
な
り
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
11
月
４
日
㈫
か
ら
11
月
21
日
㈮

　
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

　
除
く
）

◆
入
居
資
格

　
平
均
月
収
が
15
万
８
千
円
以
下

　
な
ど

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
建
設
課　
☎
�
８
２
４
１

◎
司
法
書
士
相
談
（
要
予
約
）

　
18
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

　
黒　
久
恭　
司
法
書
士

◎
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
19
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
６
時

　
本
間　
博
子　
弁
護
士

◎
人
権
相
談
（
要
予
約
）

　
21
日
㈮

　
濵
口　
精
幸　
人
権
擁
護
委
員

　
山
下　
良
澄　
人
権
擁
護
委
員

◎
行
政
相
談
（
要
予
約
）

　
26
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
岡
本　
紘
幸  

行
政
相
談
委
員

　
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談
・
女
性
相
談

　
11
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課
☎
�
８
２
０
１

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
と
い
っ
た
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
る
専
用
電
話
で
す
。

◆
期
間　
11
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰

◆
相
談
先（
全
国
統
一
番
号
）

　
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

◆
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～

　
午
後
５
時
）

　
電
話
は
、
最
寄
り
の
法
務
局
・

地
方
法
務
局
に
つ
な
が
り
、
相
談

は
女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い
法

務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
２
５
０

　

尾
鷲
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
者
の
会（
さ
さ

え
愛
）を
開
催
し
ま
す
。

◆
対
象　

　
介
護
を
し
て
い
る
人
、ま
た
は
、

　
介
護
に
興
味
の
あ
る
人

◆
日
時

　
11
月
26
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

　
介
護
方
法（
実
技
）講
習
会

※
電
話
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
�
３
０
０
３

　
11
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯
は
全
国

で
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
今
年
の
標
語
は「
も

う
い
い
か
い 

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」で
す
。こ
れ
か
ら
、

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生
し

や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
火
の

元
に
十
分
に
注
意
し
て
、
火
災
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す
べ

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
火
災
か
ら
あ
な
た
や
家
族
の

「
命
」を
守
る
た
め
、
こ
の
機
会

に
、
再
度
自
宅
を
確
認
し
、
設
置

し
て
い
な
い
住
宅
に
つ
い
て
は
、

す
み
や
か
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
三
重
紀
北
消
防
組
合　
予
防
課

☎
�
２
０
５
１

海の幸・山の幸！　尾鷲の名産がお買い得 !!

11 月 1日㈯・12月 6日㈯
午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　水産商工食のまち課☎㉓８２１５
　　　事務局　尾鷲商工会議所☎㉒２６８２
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 有
　
料
　
広
　
告
　
欄

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
１月号の締め切りは、11 月 14 日㈮です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お問い合わせ
ください。

市長公室
☎㉓８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

固定資産税４期、国民健康保険税６期、後期高齢者医療保険料５期の納期限は 12月１日㈪です。
税務課　☎�８１７３

 

「三木浦こいやぁ」は11月16日㈰に開催します。

三木浦　11 月  ４日㈫～６日㈭
曽　根　11 月  ７日㈮
三木里　11 月 10 日㈪～ 13 日㈭
古　江　11 月 17 日㈪～ 20 日㈭
梶　賀　11 月 25 日㈫
賀　田　11 月 26 日㈬～ 12 月１日㈪
お問い合わせ
　クリンクルセンター　☎�０６０５

し 尿 く み 取 り 日 程

　　老人クラブ 11 月の講座　老人クラブ連合会　☎�７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケさくら ４・17 日 午前 9 時 30 分～ コーラス 12・26 日 午後１時 30 分～

カラオケたんぽぽ 10・21 日 午前 9 時 30 分～ 民 謡 ６・20 日 午前 10 時～

俳 句 10 日 午後１時 30 分～ 生 花 ７・28 日 午前９時 30 分～

折 り 紙 18・25 日 午前 9 時 30 分～
日 舞 休み

書 道 12・19 日 午前 9 時 30 分～

茶 道 ５・19 日 午後 0 時 30 分～ 詩 吟 ７・21 日 午後１時 30 分～

市
民
文
化
展
開
催

社
会
福
祉
大
会

市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
募
集

市　
民　
相　
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間

介
護
者
の
会

��

秋
季
火
災
予
防
運
動

梶
賀
町
民
文
化
展

マ
イ
は
し
コ
ン
テ
ス
ト

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

巡
回
人
権
講
座
開
催

～
高
齢
者
と
人
権
～

高
等
工
科
学
校
等
学
生

の
募
集

三
重
大
学
医
学
部
地
域
枠
Ｂ

の
推
薦
入
試
に
つ
い
て



《
一
般
図
書
》

・
い
つ
か
、
あ
な
た
も　
久く

さ
か
べ
坂
部　
羊よ

う　
著

　
本
書
は
、
在
宅
医
療
の
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
職

員
と
患
者
と
そ
の
家
族
が
、
先
の
見
え
な
い
病
と

そ
の
終し

ゅ
う
え
ん焉に

向
き
合
う
物
語
で
す
。
医
師
で
在
宅

医
療
機
関
に
長
年
勤
務
し
た
著
者
の
久
坂
部
氏

が
、
病
気
と
闘
っ
た
人
々
の
姿
を
書
き
残
し
た
い
と
考
え
た
作
品
で
、
実

話
を
も
と
に
６
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
シ
ル
バ
ー
川
柳　
４　
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会　
編

　
「
粗
大
ゴ
ミ
そ
う
言
う
妻
は
不
燃
物
」「
Ｌ
Ｅ
Ｄ

絶
対
見
て
や
る
切
れ
る
と
こ
」「
目
が
か
す
み
み
ん

な
美
人
に
見
え
て
良
い
」な
ど
、
公
益
社
団
法
人
全

国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
主
催
す
る「
シ
ル
バ
ー

川
柳
」の
入
選
作
、
応
募
作
を
収
録
。
思
わ
ず「
そ
う
そ
う
！
」と
言
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
一
冊
で
す
。
１
～
３
巻
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

・
群ぐ

ん
じ
ょ
う青の

タ
ン
デ
ム　
長な

が
お
か岡　

弘ひ
ろ
き樹　

著

・
笹さ

さ
の
舟ふ

ね
で
海う

み
を
わ
た
る　

 

角か
く
た田　
光み

つ
よ代　
著

《
児
童
図
書
》

・
ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を
つ
く
る
に
は　
ヨ
シ
タ
ケ　
シ
ン
ス
ケ　
作

　
し
ゅ
く
だ
い
、
お
て
つ
だ
い
、
へ
や
の
そ
う
じ

…
。
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
や
ら
せ
る
た
め
に
、

お
こ
ず
か
い
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
買
っ
た
け
ん
た
。
け

れ
ど
ホ
ン
モ
ノ
を
め
ざ
す
ロ
ボ
ッ
ト
は
け
ん
た
の

こ
と
を
あ
れ
こ
れ
知
り
た
が
り
・
・
・
。
説
明
を

し
て
い
る
う
ち
に
ぼ
く
っ
て
な
に
？
と
い
ろ
い
ろ
考
え
は
じ
め
た
け
ん

た
。
自
分
を
知
る
っ
て
め
ん
ど
う
だ
け
ど
お
も
し
ろ
い
。
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン

ス
ケ
の
発
想
絵
本
で
す
。

そ
の
他

・
あ
め
の
ひ
え
ん
そ
く　
ま
つ
お
か 

り
か
こ　
作

・
な
ぞ
か
け
ど
う
じ
ょ
う　
中な

か
が
わ川 

ひ
ろ
た
か　
作

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

１
日
㈯

　
上
弦
の
月
・
ベ
ガ
・
デ
ネ
ブ

７
日
㈮
～
８
日
㈯

　
満
月
前
後
の
月
面
名
所
巡
り

14
日
㈮
～
15
日
㈯

　
ガ
ー
ネ
ッ
ト
ス
タ
ー
ほ
か

21
日
㈮
～
22
日
㈯

　
天
王
星
ほ
か

28
日
㈮
～
29
日
㈯

　
上
弦
前
の
月
・
す
ば
る
ほ
か

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望

　
金
・
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は『
家
庭
の
日
』

　
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

◆
せ
ぎ
や
ま
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

　
「
超 

高
速
参
勤
交
代
!!
」

・
日
時　
11
月
21
日
㈮

・
開
演　
午
後
７
時

・
入
場
料　

前
売
り　
８
０
０
円

　
　
　
　
　
当
日 

１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
※
発
売
中

・
販
売
場
所　
中
央
公
民
館
ほ
か

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ
・
自
由
参
加

・
日
時　
11
月
６
日
㈭

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、
指
遊
び
な
ど

※
兄
弟
で
の
参
加
は「
１
歳
児
以

　
上
」に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
の
時
間
・
自
由
参
加

・
日
時

　
11
月
13
・
20
・
27
日
㈭

　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象   

幼
児

・
内
容　
絵
本
の
読
み 

聞
か
せ
・

　
　
　
　
紙
芝
居
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場
・
自
由
参
加

・
日
時

　
11
月
８
・
22
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
紙
芝

　
　
　
　

居
ほ
か

11
月
の
休
館

　
３
・
10
・
16
・
17
・
23
・
24
・

　
30
日

２
０
１
４（
平
成
２
６
年
）

11
月
号

発
行

日
　

平
成

２
６

年
1

1
月

１
日

編
集

者
　

尾
鷲

市
市

長
公

室
秘

書
広

報
係

〒
519-3696 三

重
県

尾
鷲

市
中

央
町

10
番

43
号

☎
0597-23-8132　

FAX0597-22-2111
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://w
w

w
.city.ow

ase.lg.jp/
N
o.729

広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !!

編　
集　
後　
記

　

11
月
に
な
り
ま
し
た
ね
。
寒

く
な
っ
て
き
た
せ
い
か
、
風
邪

を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
が
流
行
す
る
季
節
、
体
調

管
理
に
一
層
気
を
つ
け
た
い
で

す
ね
。

山
か
ら
お
り
て
き
た
鹿
な
ど

の
動
物
が
最
近
よ
く
道
端
へ
顔

を
出
し
て
い
ま
す
。
山
中
に
エ

サ
と
な
る
も
の
が
少
な
い
の
か
、

人
が
住
む
辺
り
に
お
い
し
い
も

の
が
あ
る
の
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
動
物
と
ぶ
つ
か
ら
な
い

よ
う
事
故
に
気
を
つ
け
た
い
。

♠
11
月
に
な
り
ま
し
た
。
季
節

は
す
っ
か
り
秋
で
イ
ベ
ン
ト
も

文
化
展
・
お
わ
せ
節
コ
ン
ク
ー

ル
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
目
白
押

し
で
す
。
し
か
し
僕
の
中
で
は
、

ま
だ
夏
の
終
わ
り
く
ら
い
の
意

識
で
、
最
近
ま
で
半
袖
で
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
体
型
も
あ
っ

て
、「
裸
の
大
将
か
！
？
」
と
い

う
声
も
。

天
文
科
学
館

☎
�
０
５
２
５

図 

書 

館☎
�
８
２
８
２

人　の　動　き
（9 月末現在）

　人　口 19,633 人　　（前月比 -24）
  （男 9,133 人　女 10,500 人）

　世帯数 9,876 世帯（前月比 -2）
　転　入　 39人　 　転　出　42 人
　出　生　   8人　　 死　亡　29 人

その他     -3人　（住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

大

市
民
文
化
会
館

☎
�
３
０
０
０

お
わ
せ


